
1
月
7
日
、
令
和
6
年
真
庭
市

20
歳
の
集
い
が
開
催
さ
れ
、会
場

と
な
っ
た
勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー

に
は
、
華
や
か
に
着
飾
っ
た
20

歳
の
若
者
た
ち
の
笑
顔
や
、
楽
し

そ
う
な
声
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。
懐

か
し
い
友
人
と
思
い
出
話
に
花

を
咲
か
せ
る
人
、
家
族
や
友
人

と
記
念
撮
影
を
す
る
人
な
ど
、

特
別
な
一
日
を
思
い
思
い
に
過

ご
し
て
い
ま
し
た
。（
2
㌻
か
ら

関
連
記
事
）

20歳の集い開催 　　　  P02～
みんなでやろうフレイル予防 P06～
市政トピックス    　　 P08～
お知らせ　　　　　    　　  P10～
真庭が好きっ読者の広場 P18～
研鑽に栄誉　　　　　　　   P19～
真庭人　田中克幸さん　　 P22～
ぐるっと真庭  まちの話題   P24～
勝山のお雛まつり　　　 P26～

一生に一度の
“はたち”を祝う
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1
月
7
日
、真
庭
市
20
歳
の

集
い
が
勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
、平
成
15
年
4
月

2
日
か
ら
平
成
16
年
4
月
1
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
2
8
3
人

が
出
席
し
、20
歳
の
門
出
を
祝

い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、太
田
市
長
ら
か

ら
激
励
の
こ
と
ば
が
贈
ら
れ
、

20
歳
を
代
表
し
て
芦
田
佳
歩

さ
ん（
豊
栄
）が
お
礼
と
感
謝

の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。式

典
後
に
は
、実
行
委
員
会
の
企

画
で
、各
中
学
校
の
恩
師
が
出

演
す
る
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
の
上

映
や
お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

市内の20歳
H15.4.2～H16.4.1生まれ

出席者 283人
（対象者  355人）

令和6年

開催
20歳の集い
おめ
でとうございます
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国
内
外
で
は…

●
中
国
な
ど
で
重
症
急
性
呼
吸

器
症
候
群（
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
）が
大

流
行

●
自
衛
隊
イ
ラ
ク
派
遣
決
定

●
小
惑
星
探
査
機「
は
や
ぶ
さ
」

打
ち
上
げ

●
星
野
仙
一
監
督
率
い
る
阪
神

タ
イ
ガ
ー
ス
が
18
年
ぶ
り
に

セ
・
リ
ー
グ
優
勝

市
内
で
は…

●
９
町
村
で
の
合
併
論
議
開
始

●
新
市
名
が「
真
庭
市
」に
決
定

●
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
が
完
成

　

北
房
町
民
セ
ン
タ
ー（
現
北
房

文
化
セ
ン
タ
ー
）、美
甘
村
新

庁
舎（
現
美
甘
振
興
局
庁
舎
）・

保
健
文
化
セ
ン
タ
ー
、中
和
村

保
健
セ
ン
タ
ー
あ
じ
さ
い
な
ど

そ
の
他…

●
流
行
語

　
「
毒
ま
ん
じ
ゅ
う
」「
な
ん
で
だ

ろ
う
〜
」「
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」

●
ヒ
ッ
ト
映
画

　
「
踊
る
大
捜
査
線THE M

O
VIE

2
レ
イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
を

封
鎖
せ
よ
！
」「
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ

タ
ー
と
秘
密
の
部
屋
」

●
ヒ
ッ
ト
曲

Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ「
世
界
に
一
つ
だ
け

の
花
」

20
年
前
の
主
な
出
来
事

①④華やかに厳かに式典は進行しました②晴れ着
で記念撮影③⑦久々の再会を喜ぶ姿が会場のあち
こちで見られました⑤お礼と感謝のことばには、
これまでの感謝の思いと将来への決意が込められ
ていました⑥抽選会も大盛り上がり⑧雪の舞う寒
い日でしたが、多くの人がお祝いに集まりました
⑨懐かしの恩師からのビデオレター

④

①

⑤

②

③

⑦⑧

⑨

⑥

2003.4→
2004.3
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一生に一度の特別な１日を盛り上げるため、
協力して企画や運営を行った実行委員の皆さん

令和6年真庭市
20歳の集い実行委員会
実行委員長
金平 泰芽さん（大庭）

上段左から清水大和さん（上水田）、川上颯斗さん（上水田）、金平泰芽
さん(大庭)、梶田瑞樹さん（上水田）、近藤創太さん（三田）、下段左から
木原咲季さん（釘貫小川）、芦田佳歩さん（豊栄）、山根菜々夏さん（惣）、
安田温花さん（延風）、馬野美音さん（開田）、難波明日香さん（赤野）

　実行委員を務めるにあたって、人生の節目の行事
ということで、受動的ではなく能動的に参加したいと
いう思いが強く、立候補させていただきました。開催
に向け準備する中、各地区から実行委員が集まって
いることもあり、ぎこちないスタートでしたが、会議を
重ねるごとに実行委員の仲が深まっていったことが
自分の中ではとてもうれしく印象的でした。
　集いの当日を終えた今、1月7日は自分にとって他に
代え難いとても貴重な時間だったと実感しています。
20歳の集いが終わったことに対する寂しさを抱いて
はいますが、より一層、何事にも励もうといった意志
を持つことができたと感じます。
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20歳の皆さんの未来に

幸あれ
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参考：「フレイル予防ハンドブック」東京大学高齢社会総合研究機構・飯島勝矢

囲めない

多い 少ない

ちょうど囲める 間ができる

筋肉量

2月1日は「フレイル」の日

チェックしてみよう

知っていますか

こんなことありませんか？
体重が減った
病気でもなく運動もしていないのに、
気付かないうちに体重が２～３kg以上
減ったらフレイル対策が必要です。

運動不足を感じる
身体の活動は筋肉量の維持となり、
食欲や心の健康にもなり、
元気を保つことへもつながります。

おっくうに思うことがある
外出が減り、誰かと会って話したり
活動に出ることが減っていたら、
身近な人から話す機会を増やしていきましょう。

｢健康な状態｣と｢要介護状態｣の中間の状態です。
年齢を重ね、体や心の働き、
社会的なつながりが弱くなった状態で、
放置すると要介護状態になる危険性が高く
なるといわれています。

早めの気付きと対策で
維持・回復できます！

むせることが増えた
口は食べ物をかむ、しゃべる、安全に飲み込むなど、
さまざまな機能があり、口の健康は大切です。

フレイルってなに？

みんなでやろう
フレイル予防

やって
みよう！

今の筋肉を
維持しましょう

指輪っかテストで筋肉量を簡単にチェック
親指と人差し指で輪っかを作り、ふくらはぎの一番太い部分を囲みます。
間が少ないほど、筋肉量が十分である可能性が高いです。

親指と人差し指で
輪っかを作ります

問  地域包括支援センター　
　  ℡0867-42-1079 (℻1305）

たくさん食べて
たくさん出掛けて
たくさん笑おう

健康 フレイル 要介護



参考：「ヘルシーちゃん体操」岡山県歯科衛生士会参考：「ヘルシ ちゃんん体操 岡山県歯科衛生士会ん体操 岡山

すぐできるフレイル予防
活気に満ちた日々を送るために

こんなことやってます

真庭市の取り組み

みんなで集まって会話や運動をすることで、介護予防
につながります。真庭市では、社会福祉協議会と一緒
に「集いの場」の立ち上げを各地域に勧めています。

講座を希望するサロンや集会などで、フレイル予防につな
がる「生活のコツ」の話をしています。聞いてみたいと思う
人は、地域包括支援センターまでお問い合わせください。

～地域に出向いてフレイル予防講座～～集いの場での運動や茶話会～

それぞれをそれ
平に手の平に

い乗るくらい

切り身魚70g

※健康状態に不安がある人はかかりつけ医に相談しまししょう

牛乳
200g

卵
1個個

薄切り肉 60g

豆腐120g

納豆1パッパック

筋肉のもとになる！ 全身の健康はお口から！

認知症の予防にもつながる！

こころも元気に！

1日にとりたいたんぱく質の目安

べる
十分にとる

●いろいろな食品を食べる

集いの場や地域の活動に参加する
散歩や買い物　など
外に出て人に会う機会を作りましょう。

を定期的にする定期的 す

くちびるる
の体操

テレビを
見ながら

み込む力を維持してて、
誤嚥を防ぎぎましょう防ぎぎましょう

を心がける●定期的な運動を

スクワット

ーキング近所を軽くウォー
てみる　など“ながら運動”をして

できることからはじめてみましょう。

お尻を真下に
下ろすのが
コツ

歯磨き
しながら
つま先立ち
足の親指の
付け根で
支える
ように

●定期的に歯科受診をする
ささいな衰えを見逃さないようにしましょうささいな衰えを見

●周りの人と会話をするをする
近所の人との
ちょっとした会話 
友人や家族と電話
などで連絡をとる

●3食しっかり食
●たんぱく質を十
●いろいろな食品

●口の体操を操
かむ力や飲飲み
誤嚥を防ぎぎ

※健康状態に不安がある人はかかりつけ医に相談しましょょう。

こころも元気に！
●定期的な外出をする
集 場や地域 活動 参加す

や との

納

真庭市キャラクター  まにぞうファミリー

い～ う～

くち

ご えん

まずは
5回から

1日10回
くらいずつ

まずは5回から
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1
月
9
日
、
脱
炭
素
を
基
本
か
ら
学
べ
る
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
型

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
真
庭
市
で
は
、
令
和
4

年
度
か
ら
脱
炭
素
に
向
け
た
市
民
会
議
を
開
催
し
、
市
民
の
皆
さ

ん
と
「
真
庭
の
未
来
像
」
を
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。
市
民
会
議
の

番
外
編
と
し
て
行
わ
れ
た
今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
脱
炭

素
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
基
礎
講
義
と
カ
ー

ド
ゲ
ー
ム
型
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
。
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
企

業
や
行
政
な
ど
の
役
に
な
り
、
持
っ
て
い
る
カ
ー
ド
に
書
か
れ
て

い
る
行
動
や
事
業
を
実
行
し
て
、2
0
3
0
年
ま
で
の
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
削
減
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
た

ち
は
、
楽
し
み
な
が
ら
脱
炭
素
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
し
た
。

1
月
4
日
、
本
庁
舎
な
ど
で
、
妊
婦
の

人
や
子
ど
も
連
れ
の
人
が
優
先
し
て
使
用

で
き
、
入
口
に
近
い
「
子
育
て
応
援
駐
車

場
」
の
運
用
が
始
ま
り
ま
し
た
。
真
庭
市

は
、
み
ん
な
で
は
ぐ
く
む
子
育
て
の
ま
ち

の
実
現
に
向
け
、「
こ
ど
も
は
ぐ
く
み
応

援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
取
り
組
ん
で
お
り
、

こ
の
駐
車
場
は
、
そ
の
一
環
で
整
備
さ
れ

ま
し
た
。
目
印
は
駐
車
場
の
マ
ー
ク
と
看

板
で
す
。
今
後
、順
次
全
て
の
振
興
局
に
、

1
〜
2
台
分
の
子
育
て
応
援
駐
車
場
が
設

置
さ
れ
ま
す
。

　

真
庭
市
は
、
市
民
と
行
政
が
協
働
し
、

遊
び
の
機
会
づ
く
り
や
遊
び
に
関
す
る
調

査
な
ど
を
行
う
「
ま
に
わ
あ
そ
び
の
わ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

12
月
23
日
に
中
央
図
書
館
で
開
か
れ
た
講

演
会
で
は
、
神
奈
川
県
の
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
た
ま
り
ば
の
西
野
博

之
さ
ん
が
講
師
を
務
め
ま
し
た
。
西
野
さ

ん
は
「
大
人
も
面
白
が
る
気
持
ち
が
大
切

で
、
面
白
い
事
や
美
味
し
い
物
に
は
、
皆

が
集
ま
る
。
そ
こ
で
の
対
話
を
大
切
に
し

て
欲
し
い
」
な
ど
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

作
ろ
う
！「
や
っ
て
み
た
い
」が
生
ま
れ
る
場
所

「
あ
そ
び
」の
大
切
さ
を
知
る

子
育
て
応
援
駐
車
場
設
置

子
育
て
に
優
し
い
駐
車
場

事例を交えて話をする西野さん

落合振興局に設置された子育て応援駐車場

実行する行動について話し合う参加者

まずは脱炭素の基礎講義 事業を実施して脱炭素 ワークショップ終了後には感想を共有

脱炭素カードゲーム型ワークショップ脱炭素カードゲーム型ワークショップ
脱炭素を楽しく学ぶ脱炭素を楽しく学ぶ

Maniwa 08



　

魚
類
学
者
「
さ
か
な
ク
ン
」
を
講
師
と

し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
講
演
会
が
、1
月
13
日
に

落
合
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

ス
ク
リ
ー
ン
に
「
さ
か
な
ク
ン
」
が
登
場

し
、
お
な
じ
み
の
「
ギ
ョ
ギ
ョ
ー
！
」
と

い
う
話
し
方
に
子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
。

講
演
会
で
は
、
真
庭
に
生
息
す
る
水
辺
の

生
き
物
に
つ
い
て
の
ク
イ
ズ
や
、
子
ど
も

た
ち
か
ら
の
質
問
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
し

た
。
参
加
し
た
親
子
ら
は
、
好
き
な
こ
と

を
突
き
詰
め
る
「
さ
か
な
ク
ン
」
の
姿
か

ら
刺
激
を
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。

　

倉
吉
南
方
地
域
を
震
源
と
す
る
断
層
型

地
震
が
発
生
し
た
と
想
定
す
る
地
震
対
応

訓
練
が
1
月
19
日
、
岡
山
県
内
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
震
源
に
近
い
真
庭
市
で
は
、

震
度
7
を
観
測
し
、
家
屋
の
倒
壊
や
集
落

の
孤
立
、
火
災
、
停
電
、
断
水
な
ど
が
発

生
す
る
想
定
で
、
本
庁
舎
で
の
対
応
訓
練

と
、
中
和
地
域
で
は
避
難
所
を
開
設
し
て

の
運
営
訓
練
を
実
施
。
真
庭
市
、
消
防
本

部
の
ほ
か
、
警
察
や
自
衛
隊
、
自
主
防
災

組
織
な
ど
の
7
団
体
が
参
加
し
、
実
践
的

な
応
急
対
応
の
方
法
を
確
認
し
ま
し
た
。

さ
か
な
ク
ン 

オ
ン
ラ
イ
ン
講
演
会

こ
れ
で
み
ん
な
も
お
魚
博
士
!?

令
和
５
年
度
岡
山
県
地
震
対
応
訓
練

応
急
対
応
力
の
向
上
を
図
る

絵を描いて分かりやすく解説する 「さかなクン」 （左上）

訓練統制役 （中央）から新たな情報を受け取る職員ら

＜日本の地球温暖化対策＞
　2021年に採択された「グラスゴー気候合意」を受
け、日本は、2030年度において温室効果ガス46％削
減（2013年度比）を目指すこと、さらに50％の高み
に向けて挑戦することを決定しました。この政府方
針に呼応して対策を強化する自治体が出てきまし
た。真庭市もその先進自治体の一つです。

＜真庭市の地球環境対策＞
　真庭市では、井手市政時代から「バイオマスタウ
ン」の取り組みなど、環境に配慮した施策を進めて
きていましたが、私の市長就任以来、バイオマス産
業都市の選定（2013年）、SDGs未来都市選定（2018
年）、ゼロカーボンシティ宣言（2020年）、脱炭素先
行地域選定（2022年）と、真庭市の地域資源を生か
し、経済循環をしながら、環境に貢献することに努
めてきました。バイオマス発電事業、施設のバイオ
マス（チップ、ペレットを燃料にした）冷暖房化、
生ごみ等資源化実証事業、EVカー導入などのハード
面の整備からSDGs円卓会議、SDGsパートナー制度、
バイオマスツアー、SDGs体感ツアー、マイボトル運
動、エコテイクアウト、真庭里海米の生産などのソ
フト事業まで、多様な事業を市民の皆さんとともに
取り組んできました。
　真庭市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）は、
これまでの取り組みを体系的にまとめたもので、
2030年度までに真庭市における二酸化炭素排出量を
2013年度と比較して51％削減する（森林吸収量を差
し引いて186.2千t-CO2から91.2千t -CO2）ことを目
標とし、次のような具体的事業に挑戦しています。
・ CO2排出抑制事業として、市役所など公共施設照
明のLED化、公用車にEVカー導入、市域内のEV
充電器増設と民間支援、新築住宅をZEH（ネット・
ゼロ・エネルギー・ハウス）化する支援、生ごみ
等資源化施設の整備など。
・創エネルギー事業として、新たなバイオマス発電
施設、太陽光発電、小水力発電など。
・ CO２吸収量を増加させる森林整備や、公園などの
緑化。
　現実には、それぞれの事業を推進する上で困難な
ことも多く、新たなバイオマス発電施設については
燃料となるチップの安定的な確保や採算性など、慎
重に検討する要素が多くあります。また、燃料とな
る山林についても防災などを重視して計画的に伐採
をしなければなりません。太陽光発電施設の設置も、
防災、景観などに十分な留意が必要です。
　真庭市としては、「経済」、「生活」、「社会」を有
機的に関連させて、永続的（サステナブル）に繁栄
する真庭づくりに尽力しており、この基盤の整った
真庭を「未来への贈り物」にしたいものです。

未来への贈り物をしたい（その2）

（次号に続く）
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真庭市の人口

代表電話番号
（地域振興課・出張所）

総数   41,673人(-67)
男     20,015人(-24)
女     21,658人(-43)
世帯数 17,478世帯(-22)
令和6年1月1日現在
（  ）は前月との比較

▶本庁舎
　TEL 0867-42-1111
FAX 0867-42-1341

▶蒜山振興局
　TEL 0867-66-2511
FAX 0867-66-4401

▶北房振興局
　TEL 0866-52-2111
FAX 0866-52-4496

▶落合振興局
　TEL 0867-52-1111
　FAX 0867-52-1939
▶勝山振興局
　TEL 0867-44-2607
FAX 0867-44-4569

▶美甘振興局
　TEL 0867-56-2611
FAX 0867-56-2033

▶湯原振興局
　TEL 0867-62-2011
FAX 0867-62-2097

▶中和出張所
　TEL 0867-67-2111
FAX 0867-67-2205

▶川上出張所
　TEL 0867-66-3611
FAX 0867-66-4402

▶真庭市消防本部
　TEL 0867-42-1190
　FAX 0867-42-1672

おくやみ手続き 2月1日から開始

問  市民課　清水　℡  0867-42-1112(℻1319）
　  Email：shimin@city.maniwa.lg.jp 真庭市

ホームページ

死
亡
後
の
手
続
き
が

予
約
制
に
な
り
ま
す

　

年
金
相
談
で
は
、
相
談
内
容
を

把
握
す
る
た
め
に
、
前
日
ま
で
に

年
金
事
務
所
へ
予
約
が
必
要
で
す
。

■
日
時　

2
月
8
日
㈭
、
22
日
㈭

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

■
場
所　

久
世
公
民
館

■
持
ち
物　

基
礎
年
金
番
号
が
分

か
る
書
類
と
本
人
確
認
書
類

※
代
理
の
場
合
は
委
任
状
が
必
要

■
予
約
先　

津
山
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

℡  
0
8
6
8（
31
）2
3
6
0

℻
0
8
6
8（
22
）1
0
4
2

■
問
い
合
わ
せ
先

市
民
課　

清
水

℡  
0
8
6
7（
42
）1
1
1
2

℻
0
8
6
7（
42
）1
3
1
9

※
久
世
公
民
館
で
の
年
金
相
談

は
、
令
和
6
年
3
月
で
終
了
し
、

4
月
以
降
は
津
山
年
金
事
務
所
へ

の
電
話
、
ま
た
は
訪
問
相
談
と
な

り
ま
す
。

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

暗
証
番
号
の
設
定
や
管
理
に
不

安
が
あ
る
人
の
負
担
軽
減
の
た

め
、
暗
証
番
号
の
設
定
を
不
要
と

す
る
「
顔
認
証
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
」
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

■
顔
認
証
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

で
で
き
る
こ
と
、
で
き
な
い
こ
と

〇
で
き
る
こ
と

・
健
康
保
険
証
と
し
て
の
利
用

・
券
面
の
顔
写
真
や
記
載
事
項
を

用
い
た
本
人
確
認
書
類
と
し
て
の

利
用

〇
で
き
な
い
こ
と

・
各
種
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付

や
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
な
ど
で
の
オ

ン
ラ
イ
ン
手
続
き
な
ど
、
暗
証
番

号
の
入
力
が
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

■
顔
認
証
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
取
得
方
法

　

市
民
課
、
ま
た
は
各
振
興
局
で

手
続
き
が
行
え
ま
す
。
カ
ー
ド
の

申
請
・
交
付
に
併
せ
て
の
取
得
の

ほ
か
、
カ
ー
ド
を
取
得
済
み
の
人

も
、通
常
カ
ー
ド
か
ら
顔
認
証
カ
ー

ド
へ
の
切
り
替
え
が
可
能
で
す
。

　

な
お
、
顔
認
証
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
に
は
、
医
療
機
関
な
ど
で

外
見
上
区
別
で
き
る
よ
う
、
追
記

欄
に「
顔
認
証
」と
記
載
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
市
民
課
、
ま
た
は
各
振

興
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

市
民
課　

貞
廣

℡  
0
8
6
7（
42
）1
1
1
2

℻
0
8
6
7（
42
）1
3
1
9

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

年
金
相
談

前
日
ま
で
に
予
約
を

顔
認
証
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

暗
証
番
号
不
要

お
く
や
み
手
続
き（
死
亡
後
の
手
続
き
）が

ス
ム
ー
ズ
に

　

身
近
な
人
が
亡
く
な
っ
た
後
の
保
険
や
年
金
な
ど

の
手
続
き
は
、
遺
族
が
来
庁
し
て
か
ら
、
必
要
な
書
類

な
ど
を
作
成
し
て
い
ま
し
た
が
、
予
約
す
る
こ
と
で
必

要
な
申
請
書
類
へ
の
記
入
な
ど
が
簡
素
化
さ
れ
、
待
ち

時
間
も
短
く
ス
ム
ー
ズ
に
手
続
き
が
行
え
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

■
予
約
開
始
日　

2
月
1
日
㈭
〜

■
予
約
方
法

2
日
前（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）
ま
で
に
来
庁
す
る

窓
口（
市
民
課
、
ま
た
は
各
振
興
局
）
に
電
話
で
予
約

を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
予
約
の
際
に
は
、
喪
主
、
相
続
代
表
人
な
ど
の
必
要

事
項
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

※
お
く
や
み
手
続
き
と
同
時
に
戸
籍
証
明
な
ど
を
取

得
す
る
場
合
、
死
亡
事
項
が
戸
籍
に
記
載
さ
れ
る
の

は
、
死
亡
届
の
受
け
付
け
か
ら
1
〜
2
週
間
後
と
な
る

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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戸籍法が改正されてできるようになること（令和6年度中に順次対応）

どこでも取れる
（戸籍の広域交付制度スタート）

「各種の社会保障手続き」において、
マイナンバー制度を利用することで
戸籍謄抄本の提出を省略できます

本籍地以外の市区町村の窓口で戸籍
証明書や除籍証明書が請求できます。
※コンピュータ化された戸籍のみ
※一部事項証明・個人事項証明は請
　求できません。

▶具体的な手続きの例
　児童扶養手当の資格確認
　国民年金第３号被保険者の資格確認
　健康保険の被扶養者の資格確認　など

まとめて請求
（戸籍の広域交付制度利用）
欲しい戸籍の本籍地が全国各地
にあっても、１カ所の市区町村の
窓口でまとめて請求できます。

提出不要に
婚姻届や養子縁組届など、
さまざまな戸籍の届出の時
に、戸籍の添付が不要にな
ります。
※ケースによっては、添付が
　必要な場合があります。

本
人
の
戸
籍
証
明
書
な
ど
だ
け

で
な
く

●
夫
ま
た
は
妻（
配
偶
者
）

●
父
母
、祖
父
母
な
ど（
直
系
尊
属
）

●
子
、孫
な
ど（
直
系
卑
属
）

の
戸
籍
証
明
書
な
ど
も
請
求
で

き
ま
す
。

父母

子

孫

本
人

き
ょ
う
だ
い

き
ょ
う
だ
い
は

請
求
で
き
ま
せ
ん

配
偶
者

問  市民課　℡  0867-42-1112(℻1319）
　  Email：shimin@city.maniwa.lg.jp 真庭市

ホームページ

令和6年3月1日施行 戸籍事務のデジタル化

　令和６年３月１日から戸籍法の一部を改正する法律が施行されます。改正により戸籍事務のデジタル化が
進み、戸籍制度が利用しやすくなります。戸籍法が改正されてできるようになることは、以下のとおりです。

戸籍制度が利用しやすくなります



2月の休日急患担当医

4日
・勝山病院･勝山
　0867-44-3161(℻5331)
・はら内科クリニック(内)･久世
　0867-45-7885(℻7880)

11日
・湯原温泉病院･湯原
　0867-62-2221(℻2223)
・河本医院(内)･落合
　0867-55-2121(℻2124)

12日
・落合病院(内)･落合
　0867-52-1133(℻1160)
・金田病院(外)･落合
　0867-52-1191(℻1917)
・宮島医院(内)･勝山
　0867-44-2403(℻3432)

18日
・勝山病院･勝山
　0867-44-3161(℻5331)
・杉江医院(内)･落合
　0867-52-3456(℻3218)

23日
・金田病院･落合
　0867-52-1191(℻1917)
・まつうら医院（内）・久世
　0867-42-5686(℻5686)

25日
・近藤病院･勝山
　0867-44-2671(℻2989)
・前原医院(内)･久世
　0867-42-5267(℻4978)

3日
・金田病院･落合　
　0867-52-1191(℻1917)
・米田医院(内)･勝山
　0867-44-2132(℻4749)

10日
・湯原温泉病院･湯原
　0867-62-2221(℻2223)
・みんなのクリニック(内)・久世
　0867-45-0379(℻0375)

～3月～

診療時間：午前9時～午後5時

食育を通じた社会貢献活動 一緒に活動しませんか

地域の健康づくりを推進 愛育委員になりませんか

問  健康推進課　小山　℡  0867-42-1050(℻1388）
　  Email：kksuishin@city.maniwa.lg.jp

問  健康推進課　池田　℡  0867-42-1050(℻1388）
　  Email：kksuishin@city.maniwa.lg.jp

真庭市
ホームページ

真庭市
ホームページ

　令和６年度から活動する真庭市食育推進ボランティアは、市民の健全な食生活
の実現を目的に、子どもや高齢者への食育活動を行います。食育推進ボランティア
活動により健康で幸せな地域をつくるとともに、食育を通じた社会貢献活動により、
自らの人生も豊かにしましょう。詳しくは真庭市ホームページをご覧ください。

　３月末で愛育委員の任期が終了するため、委員を自治会からの推薦と併
せて募集します。愛育委員は地域の健康づくりを推進する活動をしています。
一緒に愛育委員として活動しませんか。詳しくは真庭市ホームページをご覧
ください。

真庭市食育推進ボランティアを募集します

真庭市愛育委員を募集します

▶申込方法　真庭市ホームページ、健康推進課、または各振興局にある「真庭市
食育推進ボランティア登録申請書」を健康推進課へ提出

▶申込条件　18歳以上の市民で、食育活動に取り組める人
▶申込締切　3月29日㈮　※令和6年度以降も随時募集します。
▶そ の 他　登録後は、市主催の研修会を受講していただきます。活動にあたっ

ては、真庭市食育推進ボランティアメンバーとなり、お互いに協力
します。活動にかかる交通費などの費用弁償は、真庭市食育推進ボ
ランティア団体から支払われます。

▶申込方法　健康推進課、または各振興局にある「真庭市愛育委員承諾書」に記
入して提出

▶申込締切　3月15日㈮
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問  高齢者支援課　大石　℡  0867-42-1074(℻1390）
　  Email：kohreisha@city.maniwa.lg.jp 真庭市

ホームページ

4月から登録が必要に 住宅改修費の一時的な負担を軽減

　

身
近
で
安
心
し
て
相
談
で
き
る

津
山
公
証
役
場
出
張
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。
津
山
公
証
役
場
の
公

証
人
が
、
公
正
証
書
作
成
に
関
す

る
相
談
に
応
じ
ま
す
。
気
軽
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

2
月
6
日
㈫

午
後
1
時
〜
3
時
55
分

■
場
所　

久
世
公
民
館

■
内
容　

・
離
婚
協
議
に
つ
い
て
、
養
育
費

や
慰
謝
料
な
ど
に
関
す
る
相
談

・
自
分
の
老
後
や
親
族
の
介
護
、

認
知
症
な
ど
に
ま
つ
わ
る
財
産
管

理
や
遺
言
、
成
年
後
見
制
度
、
終

活
の
相
談
な
ど

※
当
日
は
相
談
の
み
で
、
公
正
証

書
の
作
成
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
定
員　

4
組
（
1
組
に
つ
き
40

分
で
、
指
定
時
間
予
約
制
）

■
相
談
員　

公
証
人
（
真
庭
市
女

性
家
庭
相
談
員
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
職
員
も
同
席
し
ま
す
。）

■
相
談
料　

無
料

■
申
込
方
法　

電
話
で
事
前
予
約

※
先
着
順

■
申
込
締
切　

2
月
5
日
㈪

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

く
ら
し
安
全
課　

旦

℡  
0
8
6
7（
42
）1
0
1
7

℻
0
8
6
7（
42
）1
3
1
9

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

裁
判
所
の
調
停
委
員
が
仲
介
と

な
り
、
民
事
上
の
ト
ラ
ブ
ル
を
解

決
に
導
く
相
談
会
（
民
事
調
停
制

度
）を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
土
地
、

建
物
、
交
通
事
故
、
金
銭
貸
借
、

商
品
売
買
な
ど
の
身
近
な
民
事
上

の
問
題
、
離
婚
・
相
続
な
ど
家
事

に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、
そ
の
解

決
に
適
し
た
調
停
を
ご
紹
介
し
ま

す
。事
前
予
約
は
不
要
で
す
の
で
、

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

2
月
11
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
2
時

■
場
所　

津
山
市
総
合
福
祉
会
館

（
津
山
市
山
北
5
2
0
）

■
相
談
員　

津
山
簡
易
裁
判
所
所

属　

民
事
調
停
委
員

岡
山
家
庭
裁
判
所
津
山
支
部
所
属

家
事
調
停
委
員

■
問
い
合
わ
せ
先

津
山
調
停
協
会
（
岡
山
地
方
裁
判

所
津
山
支
部
内
）

℡  
0
8
6
8（
22
）9
3
2
6

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

津
山
公
証
役
場
出
張
相
談
会

電
話
で
事
前
予
約
を

無
料
調
停
相
談
会

身
近
な
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
に

介護保険住宅改修費受領委任払取扱事業者になるには
「介護保険住宅改修費受領委任払取扱事業者」として登録が必要になります。市が主催する研修会を受
講することで登録可能となりますので、必ず受講してください。（「償還払い」については、受領委任
払取扱事業者の登録を行わなくても、従来どおり住宅改修工事を行えます。）

【日程①】
  日時　2月20日㈫  午後6時30分～
  場所　真庭市役所本庁舎

【日程②】
  日時　2月22日㈭  午後1時30分～
  場所　真庭市役所本庁舎

介護保険住宅改修費受領委任払は登録事業者での改修が対象です
　介護保険の住宅改修は、要介護・要支援の認定を受けた人が、可能な限り在宅で自立した生活が続けら
れるよう、手すりの取り付けなどを行った場合に、改修費用20万円を上限として、この費用のうちの保険給
付分を住宅改修費として支給しています。
　住宅改修費の支給は、「償還払い」と「受領委任払い」の2つの方法があります。

研修会
開催日

 4月から、介護保険住宅改修費受領委任払を利用するには、真庭市の登録を受けた住宅改修登録事業者を利用
しての改修が対象となりますので、ご注意ください。

利用者がいったん費用の全額を支払い、
その後の申請により保険給付分の支払い
を受ける支払い方法

利用者から保険給付分の受領を施工業者に委任することに
より、利用者は施工業者に負担割合に応じた額を支払い、
保険給付分については市から直接、施工業者に支払う方法

償還払い

利用者

施工業者 真庭市

利用者

施工業者 真庭市

受領委任払い

工事施工 申請 申請

保険給付分を支払い全額
支払い

保険給付分
を支払い

負担割合のみ
支払い
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生ごみ収集量

86％

85％

25.6トン
29.8トン

R5.12月R4.12月

R5.12月R4.12月

液肥スタンドでの液肥配布量

7,350ℓ
6,260ℓ

久世地区の家庭からの収集分

市内９カ所のバイオ液肥スタンド

バイオ液肥の
成分・使い方はこちらから
真庭市　資源循環ポータルサイト

facebook で情報発信中

真庭市役所環境課

源循環

環境課  資源循環対策室

持続可能なまちへ
℡0867-42-1113

（ℓ）

（トン）

資
で

　真庭市では生ごみ、し尿な
どをメタン発酵させ、液体肥
料（バイオ液肥）にリサイクル
しています。

　本庁舎の液肥スタンドの
12月利用者数は、37名でした。
利用者数の把握のため、１回
のご利用ごとに１度赤ボタン
を押していただくよう、ご協
力お願いします。

0

10

20

30

0

8,000

4,000

6,000

2,000

真庭ＳＤＧｓパートナー募集中！
　真庭市では、真庭市のSDGsの取り組みへ賛
同いただき、市役所や関係者とSDGsを推進す
る、真庭SDGsパートナーを募集しています。
SDGsの取り組みをしたいが何から始めようか
と考えている人は、パートナーへの登録から始
めてみませんか。申込方法など詳しくは、真庭
市ホームページをご確認ください。

令和5年度
真庭SDGs
円卓会議

■
日
時　

3
月
6
日
㈬

午
後
1
時
〜
3
時
30
分

■
場
所　

津
山
総
合
体
育
館
（
津

山
市
山
北
6
6
9
）

■
対
象
者　

令
和
7
年
3
月
に
大
学
な
ど
を
卒

業
予
定
の
人
お
よ
び
お
お
む
ね
35

歳
以
下
の
人

■
参
加
企
業

県
北
企
業
約
45
社
（
予
定
）

■
参
加
料　

無
料

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

津
山
広
域
事
務
組
合

℡  
0
8
6
8（
24
）3
6
3
3

■
開
催
日　

2
月
26
日
（
月
）

■
場
所　

第
1
セ
ン
ト
ラ
ル
ビ
ル

（
岡
山
市
北
区
本
町
6
―
30
）

■
内
容
お
よ
び
時
間

・
セ
ミ
ナ
ー
（
就
活
に
お
け
る

ChatGPT

活
用
術
）

午
後
1
時
〜
1
時
30
分

・
し
ご
と
座
談
会　

午
後
1
時
45
分
〜
4
時

■
対
象
者　

大
学
生
・
短
大
生
・
専
門
学
校
生

な
ど
（
留
学
生
を
含
む
）

■
参
加
企
業　

県
北
企
業
21
社

■
参
加
料　

無
料

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

津
山
広
域
事
務
組
合

℡  
0
8
6
8（
24
）3
6
3
3

問  総合政策課　古南・藤原　℡  0867-42-1169(℻1353）
　  Email：sogoseisaku@city.maniwa.lg.jp 真庭市

ホームページ

参加しませんか これまでの真庭、これからの真庭の未来を語ろう

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
円
卓
会
議
は
、
真
庭
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
パ
ー
ト
ナ
ー
を

構
成
員
と
し
た
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
市
民
運
動
と
し
て
推
進
し
て

い
く
た
め
の
組
織
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
全
国
的
な
流
れ
や
、
地

域
の
具
体
活
動
に
つ
い
て
情
報
収
集
・
交
換
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
が
主
役
と
な
り
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
達
成
す
る
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
参
加
者
と

一
緒
に
考
え
ま
す
。
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成

へ
の
取
り
組
み
を
身
近
な
こ
と
と
し
て
考
え
る
き
っ
か
け
づ
く

り
と
し
て
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▶日　　時　2月24日㈯  午後1時30分～4時30分
▶場　　所　久世エスパスホール
▶内　　容　①基調講演　
　　　　　　　川久保 俊 教授
　　　　 　　　（法政大学デザイン工学部建築学科）
　　　　　　②SDGsパートナー等の取組報告
　　　　　　③円卓メンバーおよび来場者による　
　　　　　　　ディスカッション
　　　　　　⑤真庭SDGs行動宣言
　　　　　　※MITサブチャンネル、YouTubeでの
　　　　　　　同時生配信も行います。
▶参 加 費　無料
▶定　　員　300人　※定員に達し次第締め切り
▶申込方法　専用申込フォームへ入力、または申込

書をメールかファックスで
　　　　　　総合政策課まで提出

　　　　　　　　　   専用申込フォーム▶

真庭市キャラクター  まにぞう

津
山
圏
域
し
ご
と
座
談
会

ご
参
加
く
だ
さ
い

岡
山
県
北
地
域
企
業
説
明
会

県
北
へ
の
就
職
を
検
討
す
る
人
へ
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大
麻
グ
ミ
な
ど
の
食
品

注
意
し
ま
し
ょ
う

資源循環ポータルサイトでお知らせ中
　生ごみ等資源化事業の進捗や、説明会の開催情報など
を、資源循環ポータルサイトでお知らせしています。右
記二次元コードからご覧ください。

分別方法、どう変わるの？
　分別は簡単です。生ごみを、市から配布
する水切りバケツに分別し、ごみステーショ
ンに設置する収集容器に排出します。収集
容器には、いつでも出すことができます。

生ごみ分別方法の説明会を開催
地区別に順次自治会長説明会を開催しま
す。案内を送付するので、説明会への出席
をお願いします。また、市民向けの説明会
も、4月から開催していく予定です。

　

い
わ
ゆ
る
「
大
麻
グ
ミ
」
を
食

べ
、
体
調
不
良
を
訴
え
る
事
例
が

相
次
い
で
い
ま
す
。
こ
の
グ
ミ
に

含
ま
れ
る
大
麻
成
分
に
似
た
「
Ｈ

Ｈ
Ｃ
Ｈ
」は
、販
売
、所
持
、使
用
な

ど
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
同

様
の
類
似
物
質
を
含
む
製
品
が

現
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
薬

物
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
持

ち
、
違
法
な
薬
物
に
は
決
し
て

手
を
出
さ
ず
、

き
っ
ぱ
り

断
り
ま
し

ょ
う
。

■
相
談
受
付
時
間

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

（
閉
庁
日
除
く
）

■
相
談
先

岡
山
県
真
庭
保
健
所
衛
生
課

℡  
0
8
6
7（
44
）2
9
1
8

　

肢
体
、
ま
た
は
聴
覚
に
障
が
い

の
あ
る
人
で
、
車
い
す
、
義
足
、

補
聴
器
な
ど
の
購
入
や
修
理
が

必
要
な
人
へ
の
判
定
を
行
う
「
身

体
障
害
者
等
巡
回
更
生
相
談
（
肢

　

真
庭
市
で
は
、持
続
可
能
な
ご
み
処
理
を
目
指
し
て
、

生
ご
み
の
資
源
化
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
市
内

の
一
般
家
庭
や
事
業
所
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
ご
み
や
し

尿
、
浄
化
槽
汚
泥
な
ど
を
バ
イ
オ
液
肥
に
資
源
化
す
る

「
生
ご
み
等
資
源
化
施
設
」
の
建
設
工
事
を
行
っ
て
お

り
、令
和
6
年
度
中
の
本
格
稼
働
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

生
ご
み
の
分
別
は
、
施
設
の
本
格
稼
働
ま
で
に
、
現

在
実
証
実
験
を
行
っ
て
い
る
久
世
地
区
か
ら
、
順
次
市

内
全
域
に
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。

体
・
聴
覚
）」
を
開
催
し
ま
す
。

相
談
を
希
望
す
る
人
は
、1
週
間

前
ま
で
に
申
請
が
必
要
で
す
。
詳

し
く
は
、
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

3
月
8
日
㈮

・
受
付　

午
前
11
時
〜
正
午

・
審
査　

11
時
30
分
〜

■
場
所　

久
世
保
健
福
祉
会
館　

■
対
象
者　

身
体
障
害
者
手
帳
を

所
持
し
て
い
る
人
、
難
病
の
人

■
内
容　

補
装
具
（
車
い
す
、
義

足
、
装
具
、
補
聴
器
な
ど
）
の
処

方
、
適
合
判
定
、
給
付
に
関
す
る

こ
と
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課　

金
本

℡  
0
8
6
7（
42
）1
5
8
1

℻
0
8
6
7（
42
）1
3
6
9

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

※多子世帯（同居しようとする親族に18歳未満の児童が3人以上
　いる人）は抽選回数の優遇措置があります。
※身体障害者（1～4級の人）は、原方新住宅の申し込みに限り抽
　選回数の優遇措置があります。
応募のなかった市営住宅の入居者を随時募集しています。募集物
件については、お問い合わせいただくか、真庭市ホーム
ページをご覧ください。
問　都市住宅課　古南　
　　　℡  0867-42-7781（℻1988）

募集期間　▶2月15日㈭  午後5時まで
申込先　　▶都市住宅課または各振興局
入居可能日▶3月中旬（予定）

市営住宅
入居者定

期募集中

問  環境課　松尾　℡  0867-42-1113(℻7455）
　  Email：kankyoh@city.maniwa.lg.jp

真庭市
ホームページ

真庭市
ホームページ

生ごみの分別を 説明会も実施します

身
体
障
害
者
等
巡
回
更
生
相
談

１
週
間
前
ま
で
に
申
請
を

地区 名 間取り 戸数 建築年度 家賃

勝山
原方新住宅 3LDK １ 平成18年度 27,300円 ～ 40,700円
若代住宅　 3DK １ 平成 4 年度 18,800円 ～ 28,000円
石原住宅　 3DK 2 平成 3 年度 18,400円 ～ 27,400円

地区 名 間取り 戸数 建築年度 家賃
落合 立誠住宅　 3DK １ 平成 5 年度 26,300円

【公営住宅】

【単独住宅】

ず
、

生
ご
み
の
分
別
が

始
ま
り
ま
す

水切りバケツへの分別

収集容器へ排出
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真庭市
デジタル地域通貨

▶ 問い合わせ先
　総合政策課　田島
　℡  0867-42-1169
　℻0867-42-1353

真庭市
ホームページ▶

▶ まにこいんとは
　スマートフォンを
　使った地域オリジ
　ナルの電子通貨

▶ 単位
　1まにぃ=1円

▶ ポイント
　1%のポイント還元

▶ 使えるお店
　市内227店舗で
　利用可能
▶ 総流通量
　142,435千円

▶ 利用者数
　12,725人
　　   （1月21日時点）

アプリの使い方や加盟
店の申し込みなど、詳し
くはホームページをご確
認ください。

　

令
和
4
年
度
か
ら
市
民
参
加
で

行
っ
て
い
る
荒
木
山
西
塚
古
墳
の

発
掘
調
査
も
大
詰
め
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

幅
広
い
年
代
が
関
わ
り
な
が
ら
進

め
ら
れ
た
今
回
の
発
掘
調
査
で
分

か
っ
た
こ
と
や
、
北
房
地
域
の
皆

さ
ん
が
胸
に
抱
く
文
化
遺
産
活
用

の
未
来
を
語
り
ま
す
。
ぜ
ひ
北
房

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日　

3
月
2
日
㈯　

■
内
容
（
時
間
お
よ
び
場
所
）

・
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
午
前
10
時
〜　

　

北
房
文
化
セ
ン
タ
ー
）

・
現
地
説
明
会（
午
後
1
時
30
分
〜

　

荒
木
山
西
塚
古
墳
発
掘
現
場
）

※
現
地
説
明
会
は
、
宮
高
側
（
常

井
池
西
）
山
麓
会
場
で
受
け
付
け

■
駐
車
場　

北
房
振
興
局

※
現
地
説
明
会
場
ま
で
は
送
迎
車

両
を
運
行

■
参
加
無
料　

申
込
不
要

■
問
い
合
わ
せ
先　

北
房
振
興
局

地
域
振
興
課　

嶋
田

℡  
0
8
6
6（
52
）2
1
1
1

℻
0
8
6
6（
52
）4
4
9
6

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

図
書
館
と
地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
な
ど
が
令
和
４
年
（
2
0
2
2

年
）
か
ら
一
緒
に
取
り
組
ん
で
き

た
「
真
庭
校
歌
研
究
室
」
で
は
、

今
年
度
市
内
の
図
書
館
を
回
り
、

地
域
の
人
々
の
お
話
を
聞
き
、
閉

校
し
た
学
校
を
中
心
に
校
歌
を
収

集
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
成
果
を

お
披
露
目
し
ま
す
。
皆
さ
ん
と
一

緒
に
校
歌
を
愛
で
る
一
日
に
、
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

3
月
2
日
㈯

午
前
11
時
〜
午
後
3
時　

■
場
所　

中
央
図
書
館　

■
内
容　

校
歌
の
収
集
に
協
力
し

て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
を
ゲ
ス
ト

に
招
い
て
の
、「
ま
に
わ
図
書
館

ラ
ジ
オ
」
の
公
開
放
送
、
校
歌
を

自
由
に
歌
う
「
校
歌
オ
ン
ス
テ
ー

ジ
」、
校
歌
収
集
の
成
果
を
ま
と

め
た
パ
ネ
ル
展
示
な
ど
を
行
い
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

中
央
図
書
館　

上
杉

℡  
0
8
6
7（
44
）2
0
1
2

℻
0
8
6
7（
44
）2
0
2
0

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

現
在
の
真
庭
市
健
康
ポ
イ
ン
ト

は
令
和
5
年
度
末
で
終
了
し
、「
ま

に
こ
い
ん
」
へ
移
行
し
ま
す
。
現

在
の
「
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
」
は
令

和
6
年
度
か
ら
使
用
で
き
な
く
な

る
の
で
、
今
年
度
中
に
ポ
イ
ン
ト

交
換
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
交
換
方
法

健
康
推
進
課
、
ま
た
は
各
振
興
局

の
窓
口
に
「
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
」

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

健
康
推
進
課　

池
田

℡  
0
8
6
7（
42
）1
0
5
0

℻
0
8
6
7（
42
）1
3
8
8

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

今
年
で
第
2
回
目
と
な
る
ニ
ュ

ー
ガ
ー
デ
ン
映
画
祭
を
開
催
し
ま

す
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し

め
る
こ
だ
わ
り
の
ア
ニ
メ
映
画

や
、
今
ニ
ュ
ー
ガ
ー
デ
ン
映
画
祭

が
注
目
す
る
海
外
の
イ
チ
オ
シ
映

画
、
若
手
監
督
の
作
品
な
ど
を
上

映
し
ま
す
。
監
督
を
招
い
た
ト
ー

ク
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。
映
画

と
町
ブ
ラ
を
通
し
て
た
く
さ
ん
の

交
流
と
体
験
が
で
き
る
、
楽
し
さ

い
っ
ぱ
い
の
お
祭
り
で
す
。

■
日
時　

3
月
8
日
㈮
〜
10
日
㈰

■
場
所　

・
ビ
ク
ト
リ
ィ
シ
ア
タ
ー
（
真
庭

市
久
世
2
5
8
1
）

・
中
央
図
書
館

■
チ
ケ
ッ
ト
料
金

〇
フ
リ
ー
パ
ス　

6
5
0
0
円

（
前
売
り　

5
5
0
0
円
）

〇
1
回
券　

1
3
0
0
円

（
前
売
り　

1
0
0
0
円
）

・
高
校
生
以
下　

い
ず
れ
も
無
料

■
チ
ケ
ッ
ト
購
入
方
法

前
売
り
割
引
券
は
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
当
日
券
は
会
場
で
販
売

■
問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｇ
Ｆ
Ｆ
2
0
2
4
実
行
委
員
会

Mailinfo@
ngff.jp

■
Ｎ
Ｇ
Ｆ
Ｆ
2
0
2
4

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

西
の
明
日
香
村
フ
ォ
ー
ラ
ム
＆

古
墳
発
掘
調
査
現
地
説
明
会

文
化
遺
産
活
用
の
未
来
へ

ま
に
わ
校
歌
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー

2
0
2
4

真
庭
校
歌
研
究
室
プ
レ
ゼ
ン
ツ

ニ
ュ
ー
ガ
ー
デ
ン
映
画
祭

2
0
2
4

子
ど
も
も
大
人
も
楽
し
め
る

健
康
ポ
イ
ン
ト
を
終
了
し
ま
す

今
年
度
中
に
ポ
イ
ン
ト
交
換
を
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庭
の
生
け
垣
や
庭
木
を
自
分
で

剪
定
し
て
み
た
い
人
に
向
け
て
、

初
心
者
向
け
の
講
座
を
開
催
し
ま

す
。
旧
勝
山
藩
主
が
愛
し
た
三
浦

邸
の
日
本
庭
園
で
、
生
け
垣
に
よ

く
利
用
さ
れ
る
「
つ
つ
じ
」
を
教

材
に
樹
木
の
整
え
方
を
学
び
ま

す
。
本
職
の
造
園
業
者
を
講
師

に
、
庭
木
に
つ
い
て
学
べ
る
機
会

で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

2
月
24
日
㈯

午
前
8
時
30
分
〜
10
時
30
分
（
受

付　

午
前
8
時
〜
）

■
場
所　

三
浦
邸
（
真
庭
市
岡
2
7
0
）

■
内
容　

初
心
者
向
け
庭
木
の
剪

定
方
法
に
つ
い
て

■
持
ち
物　

作
業
が
し
や
す
い
服

装
と
手
袋
、
か
っ
ぱ
（
雨
天
用
）、

汗
拭
き
タ
オ
ル
、
帽
子
、
持
っ
て

い
る
剪
定
道
具
な
ど

■
受
講
料　

無
料

■
定
員　

先
着
30
人
程
度

■
申
込
方
法　

勝
山
公
民
館
ま
で

電
話
、
ま
た
は
申
し
込
み
フ
ォ
ー

ム
か
ら
申
し
込
み

■
申
込
締
切　

2
月
20
日
㈫

■
問
い
合
わ
せ
先

勝
山
公
民
館　

美
見

℡  
0
8
6
7（
44
）2
0
1
1

℻
0
8
6
7（
44
）2
3
9
9

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
ま
に
わ
で

は
、
隔
月
で
工
房
教
室
を
開
催
し

て
い
ま
す
。2
月
は
、
古
布
を
利

用
し
て
ネ
ッ
ク
レ
ス
を
作
り
ま

す
。
自
分
自
身
の
お
し
ゃ
れ
に
、

楽
し
く
一
緒
に
作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　

2
月
15
日
㈭　

午
後
1
時
〜

■
場
所　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
ま
に
わ
（
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ま
に
わ
内
）

■
内
容　

古
布
を
利
用
し
た
ネ
ッ

ク
レ
ス
を
作
成

■
定
員　

15
名

■
参
加
費　

1
0
0
0
円

■
持
ち
物　

白
地
の
タ
オ
ル

■
申
込
方
法　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
ま
に
わ
へ
来
所
、
ま
た
は
電
話

で
申
し
込
み

■
申
込
期
間　

2
月
5
日
㈪
〜
13
日
㈫

※
先
着
順

■
受
付
日
時　

月
〜
金
曜
日
（
祝

日
を
除
く
）

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
ま
に
わ

℡  
0
8
6
7（
42
）1
1
6
1

℻
0
8
6
7（
42
）7
4
5
4

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

真
庭
川
柳
協
会
主
催
の
第
57
回

真
庭
川
柳
大
会
を
、
誌
上
開
催
し

ま
す
。

■
応
募
資
格　

真
庭
地
域
に
在

住
、
在
勤
、
在
学
中
の
人

■
投
句
締
切　

2
月
29
日
㈭　

必
着

■
兼
題
（
選
者
）

・
た
し
か
（
し
ば
た
か
ず
み
）

・
風
（
原
健
裕
）

・
酒
（
永
田
寿
道
）

・
息
（
瀬
島
哲
子
）

・
薬
（
佐
藤
彰
）

・
焦
る
（
高
橋
土
筆
坊
）

■
投
句
料　

1
0
0
0
円
（
定
額

小
為
替
な
ど
）

■
投
句
要
領　

6
題
12
句
を
投
句

用
紙
に
記
入
し
、
投
句
料
と
と
も

に
投
句

■
賞　

各
題
三
賞
を
表
彰

■
発
表　

4
月
頃
大
会
報
で
発
表

■
投
句
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
7
1
9
―
3
1
5
3

真
庭
市
栗
原
2
2
1
9
―
4

真
庭
川
柳
協
会　

中
川
栄
策

℡  
0
8
6
7（
42
）0
7
3
7

℡  
0
9
0（
3
6
3
4
）0
4
3
1

　

北
方
四
島
（
歯
舞
群
島
、
色
丹

島
、
国
後
島
、
択
捉
島
）
の
返
還

を
求
め
て
、2
月
7
日
の
「
北
方

領
土
の
日
」
を
中
心
に
各
地
で
さ

ま
ざ
ま
な
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。 

　

1
8
5
5
年
の
2
月
7
日
は
、

伊
豆
の
下
田
に
お
い
て
日
魯
通
好

条
約
が
調
印
さ
れ
、
平
和
裏
に
日

本
と
ロ
シ
ア
と
の
間
の
国
境
が
画

定
さ
れ
た
日
で
す
。

　

岡
山
県
で
も
、2
月
8
日
㈭
に

さ
ん
太
ホ
ー
ル
で
「
北
方
領
土
返

還
要
求
岡
山
県
民
大
会
」、2
月
18

日
㈰
ま
で
岡
山
県
立
図
書
館
で
北

方
領
土
に
関
す
る
テ
ー
マ
展
示
を

実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

北
方
四
島
の
早
期
返
還
実
現
の

た
め
、
返
還
運
動
へ
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動

県
民
会
議
（
事
務
局　

岡
山
県
総

合
政
策
局
公
聴
広
報
課
内
）

℡  
0
8
6（
2
2
6
）7
1
5
8

　

口
蹄
疫
や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
発
生
防
止
な
ど
を
目
的
と
し

て
、
対
象
と
な
る
動
物
を
飼
養
し

て
い
る
人
は
岡
山
県
へ
の
報
告
が

必
要
で
す
。
報
告
書
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
岡
山
県
津
山
家
畜
保
健

衛
生
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
対
象
動
物　

牛
、
馬
、
め
ん
羊
、

山
羊
、豚
、い
の
し
し
、鶏
（
ち
ゃ

ぼ
・
烏
骨
鶏
な
ど
を
含
む
）、
あ

ひ
る
、
う
ず
ら
、
き
じ
、
ほ
ろ
ほ

ろ
鳥
、
七
面
鳥
、
だ
ち
ょ
う
、
ア

イ
ガ
モ
（
ア
イ
ガ
モ
農
法
に
供
す

る
場
合
も
含
む
）

■
報
告
内
容　

動
物
の
種
類
・
頭
羽
数
（
令
和
6

年
2
月
1
日
時
点
）

■
報
告
期
限　

3
月
29
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
津
山
家
畜
保
健
衛
生
所

℡  
0
8
6
8（
29
）0
0
4
0

初
心
者
の
た
め
の

庭
木
の
剪
定
講
座

日
本
庭
園
で
学
ぶ

ネックレス完成イメージ

工
房
教
室

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
ま
に
わ

第
57
回
真
庭
川
柳
大
会

投
句
募
集

北
方
領
土
返
還
運
動
全
国
強
調
月
間

北
方
四
島
の
返
還
を
求
め
て

報
告
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す

愛
玩
動
物
を
飼
養
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ
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◀ MIT
　ホームページ

●毎月第3火曜日  ほっとまにわいどチャンネルで放送中
●放送時間など詳しくは、テレビの番組表もしくは
　MITホームページをご確認ください。

真庭いきいきテレビコーナー「手話でしゅわわせ」では、
聴覚障がい者や手話言語に対する理解を広げるために、真
庭市内の取り組みや日常で使える手話などを紹介します。

もっと手話のことを知りたい時は
真庭いきいきテレビを見よう

◎テーマは
　「春の写真」です。
入学式などの行事、桜など
の風景を撮影した時の思い
出など、200字程度でお寄せ
ください。
◎川柳の兼題は
　「土」です。
　
お便り・川柳は、先月号に
同封したはがきをご利用く
ださい。締め切りは2月26
日㈪です。

　

私
に
と
っ
て
習
慣
と
い
う
の

は
、
自
分
の
理
想
の
過
ご
し
方
を

意
識
し
て
継
続
す
る
と
い
う
こ
と

が
習
慣
に
な
る
の
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
で
す
が
、
今
は
毎
日
目
の

前
の
家
事
を
こ
な
す
日
々
。
私
に

は
1
歳
半
の
息
子
が
い
ま
す
が
、

毎
日
違
う
感
情
に
あ
れ
で
も
な

い
、
こ
れ
で
も
な
い
と
試
行
錯
誤

の
繰
り
返
し
。
な
か
な
か
理
想
に

は
ほ
ど
遠
い
毎
日
で
す
。
そ
ん
な

日
々
だ
か
ら
こ
そ
、
ほ
ん
の
数
分

で
も
息
を
つ
く
時
間
を
必
ず
設
け

て
ゆ
っ
く
り
心
が
落
ち
着
け
る
時

間
を
過
ご
す
こ
と
が
今
の
私
に
必

要
な
習
慣
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
変
と
感
じ
る
時
期
だ
か
ら
こ

そ
、
心
に
余
白
を
持
っ
て
家
族
と

笑
い
合
え
る
日
々
を
送
り
た
い
で

す
。

　

私
の
習
慣
は
、
12
歳
と
3
歳
の

2
匹
の
保
護
ネ
コ（
ど
ち
ら
も
♀
）

の
お
世
話
で
す
。
別
々
の
部
屋
で

飼
わ
ざ
る
を
え
な
い
事
情
が
あ
る

た
め
、餌
や
ト
イ
レ
の
世
話
な
ど
、

朝
の
出
勤
前
は
ち
ょ
っ
と
忙
し
い

で
す
。
そ
の
短
い
時
間
に
2
匹
共

構
っ
て
ほ
し
い
ア
ピ
ー
ル
を
し

て
、
お
姉
ち
ゃ
ん
は
ス
リ
ス
リ
し

て
お
や
つ
を
ね
だ
り
、
妹
は
お
も

ち
ゃ
を
く
わ
え
て
〝
遊
ぼ
！
〞
と

持
っ
て
き
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
だ
け

リ
ク
エ
ス
ト
に
答
え
て
か
ら
出
て

い
ま
す
。そ
の
か
わ
り
、夜
は
し
っ

か
り
相
手
を
し
て
、
ネ
コ
缶
を
あ

げ
る
と
満
足
し
て
ぐ
っ
す
り
寝
て

い
ま
す
。2
匹
が
元
気
で
、
ず
っ

と
こ
の
習
慣
を
続
け
ら
れ
ま
す
よ

う
に
と
い
つ
も
思
っ
て
い
ま
す
。

　

　

私
の
習
慣
は
、「
仕
事
が
あ
る

日
の
前
日
は
睡
眠
用
Ｂ
Ｇ
Ｍ
を
か

け
て
寝
る
こ
と
」
で
す
。
私
は
ほ

ぼ
毎
日
の
よ
う
に
Ｒ
Ｐ
Ｇ
や
音
楽

な
ど
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ゲ
ー
ム

を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
仕
事
が

あ
る
日
も
そ
う
で
、
気
が
付
け
ば

0
時
を
超
え
て
い
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
そ
ん
な
時
私
は
、
効
果

が
あ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
朝

す
っ
き
り
起
き
ら
れ
る
よ
う
に
、

動
画
配
信
サ
イ
ト
で
睡
眠
用
Ｂ
Ｇ

Ｍ
を
か
け
て
寝
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
最
近
は
、
雨
の
音
や
川
の

水
が
流
れ
る
と
い
っ
た
自
然
の

環
境
音
を
よ
く
聞
い
て
い
ま
す
。

ゲ
ー
ム
の
時
間
を
減
ら
す
事
な
ど

も
大
切
で
す
が
、
し
ば
ら
く
は
変

え
る
こ
と
が
で
き
そ
う
に
な
い
の

で
、
今
後
も
睡
眠
用
Ｂ
Ｇ
Ｍ
に
お

世
話
に
な
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

お便り
お待ちしています！
メールの場合は
koho@city.maniwa.lg.jp

《4月号読書の広場》

 

今
月
の
テ
ー
マ

「
習
慣
」

「
大
変
だ
け
ど
幸
せ
な
毎
日
」

PN
ね
こ
マ
ニ
ア
さ
ん（
久
世
）

「
趣
味
の
為
に
で
き
た
習
慣
」

PN
モ
モ
さ
ん（
種
）

「
私
の
求
め
る
習
慣
と
は
」

PN
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
さ
ん（
台
金
屋
）

▲清水ミチ子さん ▲ PN すまいる。さん

▲PN 善良な市民さん
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★対象★
発行月に1歳の誕生日を迎えら
れる市内在住のお子さん。
★応募期限★
誕生月の前の月の10日まで
★掲載内容★
❶お子さんの写真❷氏名（ふりが
な）❸生年月日❹住所❺応募者
のお名前と続柄
★応募および問い合わせ先★
総合政策部秘書広報課
〒719-3292 真庭市久世2927-2
TEL0867-42-1163 （FAX1353）
E-mail：koho@city.maniwa.lg. jp

二次元コードか
ら入力フォーム
を開くことがで
きます。

■第92回全日本9人制バレーボール総合女子選手権大会
　11/16～19　広島県
■同大会岡山県予選会兼第60回岡山県9人制総合女子

　　選手権大会
　　10/1　倉敷市　準優勝　輝陽－
　　（写真▶）山谷真生（荒田）、
　　藤田奈々緒（下方）

■第76回秩父宮賜杯全日本バレーボール大学男子選手権大会
　11/27～12/3　東京都
■2023年度第98回中国大学バレー

　　ボール戦秋季大会
　　10/14～29　広島県ほか　準優勝
　　　　福山平成大学－室川武蔵（目木）▶ 

■第14回調味料選手権
　10/29　大阪府
　ポン酢部門　最優秀賞
　　有限会社河野酢味噌製造工場（久世）▶

■第11回グッドライフアワード　12/2　東京都
環境大臣賞
　（地域コミュニティ部門）
　お節介プロジェクト
　（実施主体：十字屋グループ・
　NPO法人真庭あぐりガーデン
　　　　　　  プロジェクト）▶

■2023年度第72回全日本大学サッカー選手権大会
　12/7～24　茨城県ほか　優勝
■関東大学サッカーリーグ戦（1部）
　　4/1～11/19　東京都ほか　3位
　　　　　　明治大学－田中克幸（久世）▶

■ウインターカップ2023令和5年度第76回全国高等学校
　バスケットボール選手権大会
　12/23～29　東京都
■同大会岡山県予選会
　　9/17～11/5　笠岡市ほか　優勝
　　　　倉敷翠松高校－山本瑠七（本郷）▶

研鑽に栄誉 市内で受賞・出場をされた皆さんの中から、全国・県高位以上を基準に掲載させていただいています。
）略称敬（。いさだくせ寄おを報情

（23㌻へ続く）

松
まつ

下
した

真
まな

大
と

   くん
R5.2.8生まれ（田原）
○応  拓也さん・明日香さん（両親）

新
にっ

幸
こう

笑
え

凪
な

  ちゃん
R5.2.15生まれ（目木）
○応  諒也さん・彩音さん（両親）

本
ほん

田
だ

陽
ひな

咲
た

ちゃん
R5.2.13 生まれ（久世）
○応  正人さん・育恵さん（両親）

西
にし

本
もと

陽
はる

翔
と

くん
R5.2.22生まれ（下呰部）
○応  健人さん・百合さん（両親）

押
おし

柄
え

佑
ゆ

季
き

  ちゃん
R5.2.14生まれ（中河内）
○応  和浩さん・裕子さん（両親）

松
まつ

尾
お

絆
り

愛
あん

    ちゃん
R5.2.24生まれ（阿口）
○応  寛太さん・すみれさん（両親）

　

私
の
習
慣
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

を
す
る
こ
と
で
す
。
就
職
と
同
時

に
6
年
の
ブ
ラ
ン
ク
を
抱
え
て
始

め
た
の
で
す
が
、
今
で
は
9
人
制

バ
レ
ー
と
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
を
掛
け
持

ち
す
る
ほ
ど
で
、
私
の
生
き
が
い

に
な
っ
て
い
ま
す
。
い
ち
ば
ん
の
ス

ト
レ
ス
発
散
方
法
は
、
良
い
仲
間

に
囲
ま
れ
て
楽
し
く
プ
レ
ー
す
る

こ
と
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
怪
我

す
る
こ
と
な
く
、
ず
っ
と
続
け
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

も
体
を
動
か
し
て
、
ス
ト
レ
ス
発

散
し
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

「
良
い
仲
間
と
楽
し
く
プ
レ
ー
」

PN
緑
の
ク
レ
ヨ
ン
さ
ん（
福
田
）
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楽
し
か
っ
た
運
動
会

　
　
　

磯
田
ま
ど
か
さ
ん（
勝
山
）

　
　
　

大
﨑
捷
弘
さ
ん　
（
多
田
）

　
　
　

齊
藤
泰
希
さ
ん　
（
久
世
）

　
　
　

磯
田
ゆ
う
か
さ
ん（
勝
山
）

　

ま
に
わ
大
運
動
会
、
楽
し
か
っ

た
で
す
。
仲
間
が
教
え
て
く
れ
て

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
知
っ
て
参
加
し

ま
し
た
。
こ
う
い
う
市
内
の
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
す
る
の
が
好
き
な
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
ど
ん
ど
ん
参
加

し
て
真
庭
市
を
盛
り
上
げ
て
い
け

た
ら
な
と
思
い
ま
す
。

地
域
で
つ
く
る
伝
統
行
事

　
　
　
　

原
田
順
師
さ
ん（
横
部
）

　

横
部
地
区
の
有
志
で
30
年
以
上

と
ん
ど
の
行
事
を
続
け
て
い
ま

す
。
毎
年
、
や
ぐ
ら
を
囲
む
し

め
縄
を
な
っ
て
い
て
、
少
し
ず
つ

若
い
人
に
も
お
願
い
し
て
い
ま
す

が
、
今
年
は
84
歳
で
年
男
で
も
あ

り
、
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
と

思
っ
て
準
備
を
し
ま
し
た
。
と
ん

ど
に
は
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

幅
広
い
世
代
の
人
達
が
集
ま
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
大
人
た
ち
は
御
神

酒
を
い
た
だ
き
な
が
ら
和
気
あ
い

あ
い
と
過
ご
し
て
い
て
、
地
区

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
作
り
に
大
変
役

立
っ
て
い
ま
す
。

大
谷
選
手
の
グ
ロ
ー
ブ
を
機
に

　

遠
藤
穂
華
さ
ん（
蒜
山
上
福
田
）

宍
戸
彩
和
さ
ん（
蒜
山
西
茅
部
）

　

大
谷
翔
平
選
手
の
グ
ロ
ー
ブ
が

届
き
ま
し
た
。
と
っ
て
も
軽
い
グ

ロ
ー
ブ
で
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。

あ
と
少
し
で
卒
業
だ
け
ど
、
み
ん

な
で
使
え
る
の
で
す
ご
く
う
れ
し

い
で
す
。
野
球
は
あ
ん
ま
り
し
た

こ
と
が
な
い
け
ど
、
こ
れ
を
機
会

に
や
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

大
谷
選
手
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

真庭市立蒜山図書館

今月のおすすめの本

〒717-0504 真庭市蒜山下福田305
TEL0867-66-7880 FAX0867-66-7881
開館時間 9:00~18:00 
休館日 毎週月曜日､年末年始

『鈴木家の箱』
鈴木麻実子／著　筑摩書房

『ひと粒のチョコレートに』
佐藤清隆／著　junaida／絵　福音館書店

『浮世絵と芸能で読む江戸の経済』
櫻庭由紀子／著　笠間書院

『けんび鏡でズームイン！』
アリス・ジェイムズ／著　ジャン・クロード／絵
岩崎書店　

スタジオジブリのプロデュー
サー・鈴木敏夫の娘で、カ
ントリー・ロード（「耳をすま
せば」）の訳詞を手がけた著
者が、宮崎駿、久石譲、そ
して鈴木家に集まる面 と々の
思い出をつづったエッセイ
集。

口の中でトロッと溶けて、
おいしさが広がるチョコ
レート。その秘密を解く
は、原料のカカオの不思議
な性質にありました。しか
しその性質ゆえに、チョコ
レートを作り上げるまでに
は、一万年近い時間がか
かったのです。

家康の読書好きがきっかけ
で盛り上がったエンタメ業
界。大都市を支えるために
仕方なく発展した江戸の
SDGs。現代に通じる経済
システムを築いた江戸260
年の物語を、図版やカラー
口絵などを交えながら分か
りやすく紹介。

身の回りにあるものを顕微
鏡で見てみると、目に見え
ない驚きに満ちた世界があ
ります。光学と電子顕微鏡
で身近なものを拡大・撮影
した写真を多数掲載し、イ
ラストを交えて説明。科学
に興味を持つきっかけとな
る一冊です。

▲うねだりりさん ▲PN SAKUさん
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メ
チ
ャ
嬉
し
広
報
真
庭
句
が
入
選

大
原
良
治　
　

上
水
田　
　

広
す
ぎ
て
知
ら
ぬ
真
庭
を
巡
る
旅

小
椋
芳
子　
　

蒜
山
東
茅
部

ご
先
祖
は
大
庭
真
島
真
庭
建
つ

半
田　

充　
　

久
世　
　
　

冬
、
真
庭
天
気
予
報
が
二
つ
い
る

釣
り
人　
　
　

久
世　
　
　

真
庭
に
は
恋
の
花
咲
く
予
感
あ
り

水
葵　
　
　
　

上
水
田　
　

両
国
と
ふ
る
さ
と
つ
な
ぐ
真
庭
山

佐
藤
彰　
　
　

上
水
田　
　

真
庭
か
ら
巣
立
っ
た
先
は
Ｊ
О
１

岩
古
房
惠　
　

蒜
山
東
茅
部

つ
い
て
ゆ
け
ぬ
デ
ジ
タ
ル
時
代
マ
ニ
コ
イ
ン
き
っ
こ
ち
ゃ
ん　

蒜
山
上
福
田

顔
な
じ
み
ま
た
会
っ
た
ね
と
真
庭
く
ん

道
下
房
子　
　

月
田　
　
　

お
楽
し
み
真
庭
広
報
家
族
の
輪

ヤ
マ
ド
リ　
　

上
水
田　
　

子
沢
山
真
庭
の
里
の
良
き
時
代

ふ
み
こ　
　
　

下
方　
　
　

疲
れ
た
ら
帰
っ
て
お
い
で
真
庭
の
地

小
谷
義
孝　
　

月
田　
　
　

子
育
て
は
ま
に
わ
に
お
い
で
夢
が
あ
る

横
山
と
も
子　

久
世　
　
　

真
庭
好
き
温
泉
湯
け
む
り
見
て
暮
す

中
山
春
子　
　

本
庄　
　
　

ふ
る
さ
と
は
真
庭
で
す
よ
と
笑
う
顔

永
田
寿
道　
　

樫
東　
　
　

ゆ
っ
く
り
と
歩
く
余
生
の
真
庭
路
を

瀧
上
秀
子　
　

落
合
垂
水　

い
い
よ
ね
ぇ
や
っ
ぱ
真
庭
が
性
に
合
う

永
田
行
雄　
　

樫
東　
　
　

今月のレシピ提供

稲田 泰枝さん
（美甘支部）

〈
軸
吟
〉
指
折
っ
て
ふ
る
さ
と
真
庭
掘
り
下
げ
る　

栄
策

川柳  「真庭（まにわ）」選 :落合川柳会  中川栄策さん

元気にゴールイン！
津田地区で新年恒例の新春マラソン大会が1月2日に開かれ、子どもから
高齢者まで約100人が参加しました。参加者は自分のペースでコースを
走り、気持ちの良い新年を迎えていました。

・鶏むね肉 1枚 ・生シイタケ 4枚
・カブ 1個　・小松菜 1株　・長ネギ 1本
・ミックスベジタブル 100g　・水 200ml
・牛乳 400ml  ・バター 30g ・小麦粉 適量
・酒 大さじ1　・みそ 大さじ1　・塩 少々
・こしょう 少々　・サラダ油 小さじ2

①鶏むね肉を一口大のそぎ切りにし、塩、
こしょうをふる。
②カブを小さめの乱切りにする。小松菜
はゆでて水気をしぼった後、３㎝の長さ
に切る。長ネギは３～４㎝の長さに切
り、数カ所切り込みを入れる。生シイ
タケは４つに切る。
③カブ、ミックスベジタブル、長ネギ、
生シイタケを炒め、表面が透明になっ
たら取り出す。
④鶏肉に薄く小麦粉をまぶし、薄く焼き
色がつくまで焼く。③を入れ、バター、
小麦粉を入れて炒める。酒と水を加え
てとろりとしてきたら牛乳を加える。
沸騰したら中火で５～６分煮る。最後
に小松菜を加え、みそ、塩、こしょう
で味を整える。

市販のシチューの素を使わなくても
おいしく出来上がります

材料（4人分）

作り方

みそ風味のクリームシチュー

1人分栄養価
エネルギー341kcal、たんぱく質23.0g
脂質17.0g、炭水化物24.0g
食塩相当量1.7g

▲PN まつおさくやさん▲入澤優依さん今
月
の1枚
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M A N I W A B I TM A N I W A B I T O

田中   幸
Tanaka     anaka       KatsuyukiKatsuyuki

51

明治大学でプレーする
田中さん

田中 克幸さん（久世）
2002年生まれ。久世出身。
小中学生時代は市内外のスポーツ少年団、クラブチーム
でプレーした後、新潟県帝京長岡高校へ進学。現在は明
治大学在学。ポジションはMF（ミッドフィルダー）。サッ
カーJ1リーグ北海道コンサドーレ札幌に内定している。
休日は買い物や温泉、カフェでの時間を楽しんでいる。

両親が経営するお店でインタビュー

プ
ロ
と
し
て
、こ
れ
か
ら

　

日
本
代
表
や
、
い
ず
れ
は
海
外
へ
の
挑
戦
も
し
て
み
た

い
と
話
す
田
中
さ
ん
。「
そ
の
た
め
に
ま
ず
、
い
ち
早
く

チ
ー
ム
に
な
じ
ん
で
、1
年

目
か
ら
し
っ
か
り
試
合

に
出
て
活
躍
し
た
い
で

す
。
チ
ー
ム
の
勝
利

に
貢
献
し
た
い
で
す

ね
」。
田
中
さ
ん
の
、

プ
ロ
へ
の
、
世
界
へ

の
挑
戦
が
始
ま
り
ま

す
。

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
ボ
ー
ル
が
好
き
で

　

サ
ッ
カ
ー
Ｊ
1
リ
ー
グ
の
北
海
道
コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌

へ
の
入
団
が
内
定
し
、
今
春
か
ら
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
と

し
て
プ
レ
ー
す
る
田
中
克
幸
さ
ん
。
田
中
さ
ん
は
、
小
さ

い
こ
ろ
か
ら
ボ
ー
ル
が
好
き
で
、
よ
く
蹴
っ
て
遊
ん
で
い

た
そ
う
で
す
。「
い
つ
も
日
が
暮
れ
る
ま
で
や
っ
て
ま
し

た
ね
」
と
思
い
出
し
て
笑
い
ま
す
。
田
中
さ
ん
は
、
小
・

中
学
生
の
こ
ろ
は
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
で

プ
レ
ー
し
、
高
校
は
新
潟
県
に
進
学
。
こ
こ
で
サ
ッ
カ
ー

人
生
の
一
つ
の
転
機
を
迎
え
ま
す
。

　

高
校
2
年
生
の
選
手
権
大
会
で
活
躍
し
、
世
代
別
の
日

本
代
表
チ
ー
ム
に
も
選
ば
れ
た
田
中
さ
ん
。
プ
レ
ー
を
評

価
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
チ
ー
ム
や
大
学
か
ら
声
が
掛

か
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
高
校
卒
業
の
際
、
考
え

た
末
に
選
ん
だ
の
は
大
学
進
学
。「
プ
ロ
に
挑
戦
す
る
選

択
肢
も
あ
り
ま
し
た
け
ど
、
そ
の
先
の
将
来
を
考
え
た
う

え
で
大
学
進
学
を
選
び
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

真
庭
の
子
ど
も
た
ち
へ

　
「
シ
ン
プ
ル
に
、
頑
張
っ
て
ほ
し
い
で
す
」
と
話
す
田

中
さ
ん
。「
自
分
に
負
け
な
い
で
、
強
い
意
志
を
持
っ
て
、

高
い
目
標
設
定
を
し
て
、
そ
れ
を
ど
ん
ど
ん
達
成
で
き
る

よ
う
に
日
々
の
生
活
を
送
っ
て
ほ
し
い
で
す
」
と
子
ど
も

た
ち
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。
そ
し
て
、「
も
ち
ろ
ん
サ
ッ

カ
ー
選
手
に
も
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
し
、
い
ろ
ん
な
道
で

プ
ロ
と
し
て
活
躍
で
き
る
よ
う
な
人
が
育
っ
て
く
れ
た
ら

う
れ
し
い
で
す
ね
」
と
期
待
を
寄
せ
ま
す
。　



■第76回全日本バレーボール高等学校選手権大会
　1/4～8　東京都　優勝
■同大会岡山県代表決定戦兼令和５年度岡山県高等学校

　　男女バレーボール選手権大会
　　11/4 ～12　笠岡市ほか　優勝
　　　　　　就実高校－二宗心音（久世）▶　

■2024全日本綱引選手権大会
　3/3　神奈川県
■同選手権岡山大会

　　11/12　真庭市　優勝
　　月田金太郎綱引クラブ▶

  岡山県内の表彰など
■令和5年度岡山県中学校総合体育大会（バドミントン競技）
7/20～21　岡山市　団体戦（男子団体）
3位　久世中学校
■同大会（同競技）　個人戦（男子複）　3位
後安真之介（久世）、豆原隆太（三阪）
■令和5年度岡山県中学校秋季バドミントン大会
　11/4～5　備前市　団体戦（男子団体）
3位　久世中学校
■令和5年度岡山県統計功労者
　11/27　岡山市　岡山県総合政策局長表彰
　大垣宣雄（久世）、森　稔（久世）
■第75回西日本川柳誌上大会
　ジュニアの部　特選　渡辺　希（上河内）
■第17回岡山県川柳大会
　ジュニアの部　優秀句　真柴源太（一色）、安田裕人（上市
瀬）、太田正陽（栗原）、太田純礼（栗原）

叙勲

研鑽に栄誉 市内で受賞・出場をされた皆さんの中から、全国・県高位以上を基準に掲載させていただいています。
）略称敬（。いさだくせ寄おを報情

（19㌻の続き）

叙勲・叙位を受けられた方をご紹介します。

秋の叙勲
元真庭市議
柿本 健治さん（本庄）旭日小綬章
　湯原町議を約17年、真庭市
議を３期12年間務められ、町
議会議長や文教厚生常任委員
会委員長などを歴任。変化の
激しい時代の中、自治体独自
の介護保険条例制定に尽力さ
れるなど、地方自治の確立を
目指し奔走されました。

秋の叙勲
元日本郵政公社職員
森田 精一さん（富尾）瑞宝双光章
　昭和46年に郵政省に採用以
来、44年の永きにわたり、郵便
や保険、貯金の郵政業務に従
事されました。平成８年には
地元の久世郵便局長に就任さ
れ、国道沿いへの局舎移転に
尽くされるなど、地域のため
の郵便局を目指されました。

秋の叙勲
元真庭市消防団副団長
長尾 啓二さん（蒜山上徳山）瑞宝単光章
　昭和53年に川上村消防団に
入団以来、40年の永きにわた
り在籍され、部長や蒜山方面
隊分団長、副方面隊長などを
歴任。安全の確保を一番に考
え、操法訓練を指導する教育
部長に当たられるなど、後進
の教育にも貢献されました。

秋の叙勲
元真庭市消防団分団長
堀　好彦さん（落合垂水）瑞宝単光章
　昭和62年に落合町消防団に
入団し、令和２年の退団まで
消防団に所属され、部長や分
団長などを歴任。迅速な現場
到着、的確な消火活動を心掛
けたり、水害対応に尽力した
りするなど、地域の消防防災
力強化に寄与されました。

秋の叙勲
元真庭市消防団副団長
牧原 雅幸さん（蒜山下長田）瑞宝単光章
　八束村消防団に昭和57年に
入団し、分団長や副方面隊長
などを歴任。37年の永きにわ
たり、活動範囲の広い蒜山方
面隊で多くの現場対応などに
当たられました。身を守る装
備品の重要性を説くなど円滑
な団運営に尽くされました。

　市内で受賞・出場をされた皆さんの中から、全国大
会出場・県高位以上を基準に掲載させていただきます。
　皆さんからの情報をお待ちしています。

■ 情報をお寄せください ■
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息を合わせて三人四脚

写真右上：
池田武子さん（豊栄）
大正12年12月23日生まれ
写真右下：
大槙正美さん（栗原）
大正13年１月１日生まれ
写真左上：
塚﨑数子さん（上水田）
大正13年１月５日生まれ

落とさず運ぶ宅配便リレー かごを目掛けて玉入れ 競技前には準備運動　

三輪車を乗りこなしてレース

　

市
内
で
、
池
田
武
子
さ
ん
、
大
槙
正
美
さ
ん
、
塚
﨑

数
子
さ
ん
の
3
人
が
百
歳
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
家
で

穏
や
か
に
過
ご
し
、
何
で
も
食
べ
る
こ
と
が
長
寿
の
秘

け
つ
と
い
う
池
田
さ
ん
は
、
周
囲
の
支
え
に
感
謝
し
て

い
る
そ
う
で
す
。
大
槙
さ
ん
は
、
長
年
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

を
愛
好
し
、
今
は
野
球
や
相
撲
の
テ
レ
ビ
観
戦
が
趣
味

と
の
こ
と
。
長
寿
の
秘
け
つ
は
畑
仕
事
で
体
を
動
か
す

こ
と
だ
そ
う
で
す
。
み
か
ん
や
お
か
き
、
牛
乳
が
大
好

物
と
い
う
塚
﨑
さ
ん
は
、
自
由
に
暮
ら
す
こ
と
が
長
寿

の
秘
け
つ
と
の
こ
と
で
す
。

1
月
21
日
、
白
梅
総
合
体
育
館
で
「
ま
に
わ
大
運

動
会
」
が
初
開
催
さ
れ
、
25
チ
ー
ム
、
計
1
0
0
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
者
全
員
で
準
備
運
動
と
し

て
真
庭
版
ラ
ジ
オ
体
操
を
行
っ
た
後
、
競
技
開
始
。

種
目
は
、
ボ
ー
ナ
ス
ボ
ー
ル
が
あ
る
玉
入
れ
、3
人

で
息
を
合
わ
せ
て
走
る
三
人
四
脚
、5
個
の
段
ボ
ー

ル
箱
を
落
と
さ
な
い
よ
う
に
抱
え
て
走
る
宅
配
便
リ

レ
ー
、
周
回
コ
ー
ス
で
競
う
三
輪
車
レ
ー
ス
の
4
種

目
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
観
客
席
か
ら
大
声
援
が
送
ら

れ
る
中
、
参
加
者
た
ち
は
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
生
か

し
て
楽
し
く
競
い
合
っ
て
い
ま
し
た
。

百歳おめでとうございます百歳おめでとうございます
 これからもどうぞお元気でこれからもどうぞお元気で

仲間と共に優勝をつかみ取れ仲間と共に優勝をつかみ取れ
まにわ大運動会 初開催まにわ大運動会 初開催
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まちの話題

　

1
月
20
日
、
中
央
図
書
館
で
「
ほ
ん
の

一
日
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
と
な
っ

た
1
階
飲
食
ス
ペ
ー
ス
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

年
代
の
人
が
訪
れ
、「
推
し
本
」
に
つ
い

て
語
り
合
っ
た
り
、
文
豪
の
短
編
に
挑
戦

し
た
り
と
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。
ま
た
、
合
わ
せ
て
行
わ
れ
た

図
書
館
そ
だ
て
会
議
で
は
、
図
書
館
を
み

ん
な
に
と
っ
て
も
っ
と
良
い
場
所
に
す
る

に
は
ど
う
し
て
い
け
ば
い
い
か
、
来
館
者

ア
ン
ケ
ー
ト
で
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
基
に
、

参
加
者
が
意
見
を
交
わ
し
て
い
ま
し
た
。

　

1
月
14
日
、
横
部
地
区
の
有
志
の
人
た

ち
が
地
区
内
の
河
川
敷
で
と
ん
ど
焼
き
を

行
い
ま
し
た
。
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
が

親
睦
を
深
め
て
い
る
恒
例
行
事
で
、
30
年

以
上
続
い
て
い
ま
す
。丸
太
を
組
ん
だ「
や

ぐ
ら
」
に
そ
の
年
の
年
男
、
年
女
が
点
火

す
る
と
、
あ
っ
と
い
う
間
に
濃
い
煙
が
あ

が
り
、青
空
に
灰
が
舞
い
上
が
り
ま
し
た
。

正
月
飾
り
を
手
に
集
ま
っ
た
人
た
ち
は
、

御
神
酒
で
体
を
温
め
な
が
ら
火
の
様
子
を

見
守
り
、
和
や
か
な
時
間
を
過
ご
し
て
い

ま
し
た
。

図書館そだて会議の様子

集まった人たちが一年の無事を祈る

本
を
テ
ー
マ
に
ワ
イ
ワ
イ
と

中
央
図
書
館・ほ
ん
の
一
日

昔
な
が
ら
の
行
事
で
親
睦

横
部
地
区
で
と
ん
ど

樫邑小学校では阪神・淡路
大震災の発生した日に合わ
せて防災について考える勉
強会を行いました。地震を
想定した避難訓練を行った
あと、児童は地域の人たち
と一緒に災害時の行動につ
いて考えを深めました。

1/17「もしも」 の時の行動学ぶ

大谷翔平選手が全国の小学
校へプレゼントしたグロー
ブ３個とメッセージが届き
ました。児童たちは早速
キャッチボールに挑戦。川
上小学校では、玄関付近に
展示し地域の人にも観ても
らえるようにしています。

1/10 大谷選手のグローブ来たよ！

北房図書館で、初めてのい
ろいろカルタ大会が開催さ
れました。百人一首カルタ
をはじめ、市内の名所が登
場する真庭ふるさとカルタ
など４種類が用意され、参
加者が和やかで楽しい時間
を過ごしました。

1/6 みんなでカルタを楽しもう

ヒルゼン高原センターで餅
つきイベントが、元日から
３日まで開かれました。３
日は、来場客の中から９人
の子どもたちが餅つきを体
験し、ついた餅はお汁粉と
して来場客に振る舞われま
した。

1/3 つきたての餅を味わう

真庭バイオマスマイスター
は、真庭高校と真庭観光局
が独自に認定する制度で
す。認定されたのは、経営
ビジネス科２年生の７人。
来年度にはマイスターが新
１年生にバイオマスツアー
で案内する予定です。

12/22 真庭をもっと好きになる！

Maniwa25



Maniwa 26



Maniwa27



令
和
６
年
能
登
半
島
地
震（
１
月
１
日
発
生
）で

被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん
へ
義
援
金
を
送
り
ま
す
。

今
、
今今
私
た
ち
に

でで
き
る
こ
と
。令和６年能登半島地震で被害にあわれた方々に

心からお見舞い申し上げますとともに
犠牲になられた方々に
謹んでお悔やみ申し上げます
※なお、全国知事会からの依頼に基づき、岡山県と連携し、
　2月2日から被災地に職員を派遣します。

真庭真庭真庭真庭真庭真庭真庭真庭真庭真庭庭庭庭庭市市で市で市市市で市で市で市で市市で市で市で市で市で市ではははは、はははは、はは、１月１月１月月１月月月月１月１日１日１日日日１日日日１日に発に発に発に発発発発発に発に発に発に発に発にに発に発生し生し生し生し生し生し生し生生生生生生しした「た「た「た「た 令和令和令和令和和令 ６年６年６年６年６年年年能登能能登能登能登能登能登能登能登登半島半島半島半島半島半半島半島半島地震地震地震地震地震地震地震地震震震地震」に」に」に」に」に」に」に」に」についついつついついいいいいいいつついついついいてのてのてのてのてのててのててのてててててののてのて 義援義援義援義援義援援義援義援義援義援義 金を金を金を金を金を金を金を金をを受け受け受け受け受け受け受け受受 付け付け付け付け付け付け付けていていててて ますますますますますす。。。。
義援義援義援義援義援義援義援援援援援金は金は金は金は金は金は金は金は金は金は金は金は、日、日、日、日、日日、日本本本本赤本本赤本赤本赤本赤本本赤本 十字十字字字字字十字字十字十字十字十字字字十 社を社社社社を社を社を社を社をを社を社社を社を社を通じ通じ通じ通じ通じ通じ通通じ通じ通じ通通通 て、て、て、てててて、て、被災被災被災被災被災被災被災地へ地へへ地へ地へ地へ地へ地へお届お届お届お届お届お届お届お届お届お届届お届届届届けしけしけしけしけしけしけししますますますますますますますますまますすます。皆。皆。皆。皆。皆。皆皆。皆皆。皆さんさんさんさんさんさんんんんのごのごのごのごのごのごのごのごご協力協力協力協力協力協 をおをおをおおおおおおお願い願い願い願願願願願い願 しましましましまします。すすす。す。す

▶募▶募▶募▶募▶募▶募募▶▶募金方方方方金方金方金方金方方金方金方方方法法法法法法法法法法法
本本本本本本本庁舎庁舎庁舎庁舎庁舎庁舎舎舎舎庁舎舎舎舎舎舎およおよおおよおよおよおおよよよおよおよおよび各び各び各び各び各び各び各各各び各び各び各各各振興振興振興振興振振振振興興振興興振振振振振 局に局に局に局局に局に局に局に局に局に局 設置設置設置設置設置設置したしたしたしたしたしたしたたたた募金募金募金募金募金募金募金募金募金箱で箱で箱で箱で箱で箱で箱で箱で箱で箱で箱で箱箱箱 受け受け受け受け受けけ受け受け受け受け受け受け受け受け付け付け付け付け付け付付け付け付け付け付け付け付付けけていていてていていていていていていいて ますますますますますますますすますす。。。。。。
まままままままままままた、た、た、た、た、た、たたたたたたた、た 銀行銀行銀行銀行銀行銀行銀行銀行行行銀行銀行行銀行銀行銀行銀行振振り振りり振振振振り振り振り振り振り振振振り振 込み込み込み込み込み込み込込み込み込込 によによによによにによによによによによによににに る募る募る募る募る募る募る募る募るるるる 金も金も金もも金もも金も金もも金も金も金 可能可能可能可能可能可能可能可能能可能可能能ですですですですですですですですですですですすすすす。。。。。。。。
▶主▶主▶主主▶主▶主主主▶主主▶主主主な金金な金な金な金な金な金な金な金な金金金金金融機融機融機融機融機融機融機融機融機融融融融 関関関関関関関関関関関関
ゆゆゆゆゆゆゆうちうちうちうちうちうちうちちうちちちちちちょ銀ょ銀ょ銀ょ銀ょ銀ょ銀ょ銀ょ銀ょ銀ょ銀ょ銀ょ銀銀行・行・行・行・行・行・行行 郵便郵便郵便郵便郵便郵便郵便郵便便局、局、局、局、局、局、局局局局 中国中国中国中国中国中国中国中中 銀行銀銀行銀行銀行銀行行行行行、ト、ト、ト、ト、ト、ト、ト、ト、 マトマトマトマトマトマトマトマトマトマトママトマトト銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀行行行行行行行行行行行行

※※※※※※※※市で市で市で市で市で市でででででで市でででは物は物は物は物は物は物物物物品の品の品の品の品の品の品 寄贈寄贈寄贈寄贈寄贈寄贈寄贈寄贈贈贈は受は受は受は受は受は受け付け付け付け付け付け付け付け付け けてけてけてけてけてけててててていまいまいまいまいまいまいまいまいまいまませせせんせんせせんせんせせんせんせんせんせせんのでのでのでのでのでのでのでででで、ご、ご、ご、ご、ご、ご了承了承了承了承了承了承了承承了承承承くだくだくだくだくだくだくだくだくくくだくくだくだださいささいさいさいさいささいいささい。。。。。。。。。

義援金を受け付けています。

問問問問問問問問問 福福福福福福福祉祉祉祉祉祉祉祉課課課課課課　℡℡℡℡℡℡0000008888866666777777----4444422222------11111111111111555555555555588888111111((((((℻℻℻℻℻℻℻1111111133333333666666669999999999999））））））））））））））
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